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の一般的諸規則 (general rules of morality)」（以下，一般的諸規則）の形成を










                                                   

















２  一般的諸規則  


















                                                   































                                                   
3 『道徳感情論』Ⅲ .5.1。  
4 『道徳感情論』Ⅲ .6.10。  
5 『道徳感情論』Ⅱ .ⅱ1.5。  































                                                   
7 スミス自身は言及していないものの，この感情の共有もまた同感の一つとみ
なされる。  
8 『道徳感情論』Ⅲ .4.7。  





３  一般的諸規則形成の定式化  












プレイヤーの集合を 𝐼 = {1,2, … , 𝑛}とし，𝑛 = 2𝑚(𝑚 ∈ ℕ)とする。戦略の集合を 𝑆𝑖 =
{𝐴, 𝐵}とし，𝛥𝑖をその混合戦略集合とする。混合戦略 𝑥 ∈ 𝛥𝑖がプレイされるときの
プレイヤー 𝑖の期待利得を，𝑢𝑖(𝑥) ∈ ℝとする。プレイヤー 𝑖 ∈ 𝐼は，𝑡 ∈ ℕ期に戦略 A
を確率 𝑥𝑖𝐴(𝑡) ∈ [0,1]で選択する。同様に，戦略 B を確率 𝑥𝑖𝐵(𝑡) ∈ [0,1]で選択する。 
本モデルでは，プレイヤーが戦略 A をとるということを，プレイヤーがある
状況下において，戦略 A をとるべきだと考えていることとみなす。戦略 B につ
いても同様である。プレイヤー 𝑖は， 𝑡期に戦略 A を確率𝑥𝑖𝐴(𝑡)で選択するべきと




                                                   
10 進化経済学とは，限定合理性と時間の不可逆性を仮定する，経済学の一分野
である。西部・吉田編著 (2010)，第１章から第４章を参照。  
11 レプリケータダイナミクス等の，進化ゲーム理論の解説書として，スミス
(1985)，ウェイブル (1999)，大浦 (2008)が存在する。  
12 戦略を確率的に選択する状況は，自己欺瞞が生じうる状況に対応する。この
状況において，中立的な観察者の見方に立つ戦略と，そうではない戦略がある















 𝑥𝑖𝐴(𝑡)は各期のプレイヤー 𝑖の利得（期待利得）に応じて変化する。  𝑒
𝐾を純粋
戦略 K，𝑥(𝑡) = (𝑥1(𝑡), 𝑥2(𝑡), . . , 𝑥𝑛(𝑡))を集団の混合戦略プロファイル，𝑥−𝑖(𝑡)を，𝑥(𝑡)
から第 𝑖成分を除いた混合戦略プロファイルとする。  
𝑥𝑖𝐴(𝑡)のダイナミクスは  
?̇?𝑖𝐴(𝑡) = [𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖(𝑡)) − 𝑢𝑖(𝑥(𝑡))]𝑥𝑖𝐴(𝑡) 
となる 14。𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖(𝑡))は純粋戦略 A をとった場合のプレイヤー 𝑖の 𝑡期における
期待利得であり， 𝑢𝑖(𝑥(𝑡))は各戦略をとった場合の 𝑡期におけるプレイヤー 𝑖の平
均利得， 𝑥𝑖𝐴(𝑡)𝑖 ∙ 𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖(𝑡)) + 𝑥𝑖𝐵(𝑡) ∙ 𝑢𝑖(𝑒









たのである」『道徳感情論』Ⅲ .2.6。  
14 この方程式は，ウェイブル (1999，215)の方程式に，時間 𝑡を導入したもので
ある。後に述べるとおり，本モデルでは利得が時間ごとに変動しうる。また，
このダイナミクスは，ウェイブル (1999，93)におけるダイナミクスと，変数は
異なるものの，同様の方法で導出される。集団 𝑖において，戦略 K をとる個体
数を𝑝𝑖𝐾としたときに（以下 𝑡を省略），𝛽を基礎適応度，𝛿を死亡率として，𝑝𝑖?̇? =
[𝛽 + 𝑢𝑖(𝑒
𝐾, 𝑥−𝑖) − 𝛿]𝑝𝑖𝐾となる。これと， 𝑥𝑖𝐾 =
𝑝𝑖𝐾
∑ 𝑝𝑖𝐿𝐿








任意の 𝑖と 𝑡で，  
𝑎𝐴𝐵
𝑖 (𝑡) < 𝑎𝐴𝐴
𝑖 (𝑡)，  𝑎𝐵𝐴
𝑖 (𝑡) < 𝑎𝐴𝐴
𝑖 (𝑡)，𝑎𝐴𝐵
𝑖 (𝑡) < 𝑎𝐵𝐵
𝑖 (𝑡)，  𝑎𝐵𝐴
𝑖 (𝑡) < 𝑎𝐵𝐵
𝑖 (𝑡)。  
 
 









３―２  ２プレイヤーゲーム  
最も単純な場合である，𝑛 = 2としたときの戦略プロファイル，  
𝑥A(𝑡) = (𝑥1𝐴(𝑡), 𝑥2𝐴(𝑡))の挙動を考察する。戦略プロファイル 𝑥A(𝑡)を 𝑡期における社
会状態と呼ぶ。ダイナミクスは以下のようになる 15。  
?̇?1𝐴(𝑡) = {(𝑎𝐴𝐴
1 (𝑡) − 𝑎𝐵𝐴
1 (𝑡) − 𝑎𝐴𝐵
1 (𝑡) + 𝑎𝐵𝐵
1 (𝑡))𝑥2𝐴(𝑡) + 𝑎𝐴𝐵
1 (𝑡) − 𝑎𝐵𝐵
1 (𝑡)}𝑥1𝐴(𝑡)(1 − 𝑥1𝐴(𝑡))，  
                                                   
15 𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖(𝑡)) = 𝑎𝐴𝐴
𝑖 (𝑡)𝑥2𝐴(𝑡)+𝑎𝐴𝐵




𝑖 (𝑡)(1 − 𝑥2𝐴(𝑡))，を以下の方程式に代入すると導出される。 ?̇?𝑖𝐴(𝑡) =
[𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖(𝑡)) − 𝑢𝑖(𝑥, 𝑡)]𝑥𝑖𝐴(𝑡) = (1 − 𝑥𝑖𝐴(𝑡)) ∙ 𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖(𝑡)) − 𝑥𝑖𝐵(𝑡) ∙ 𝑢𝑖(𝑒
𝐵, 𝑥−𝑖(𝑡))。  











2 (𝑡) − 𝑎𝐵𝐴
2 (𝑡) − 𝑎𝐴𝐵
2 (𝑡) + 𝑎𝐵𝐵
2 (𝑡))𝑥1𝐴(𝑡) + 𝑎𝐴𝐵
2 (𝑡) − 𝑎𝐵𝐵
2 (𝑡)} 𝑥2𝐴(𝑡)(1
− 𝑥2𝐴(𝑡))。  
ここで，  
𝛼𝑖(𝑡) ≡ 𝑎𝐴𝐴
𝑖 (𝑡) − 𝑎𝐵𝐴
𝑖 (𝑡)，  
𝛽𝑖(𝑡) ≡ 𝑎𝐴𝐵
𝑖 (𝑡) − 𝑎𝐵𝐵
𝑖 (𝑡)，  
とすれば，  
?̇?1𝐴(𝑡) = {(𝛼1(𝑡)−𝛽1(𝑡))𝑥2𝐴(𝑡) + 𝛽1(𝑡)}𝑥1𝐴(𝑡)(1 − 𝑥1𝐴(𝑡))，  















定義  一般的諸規則  
社会状態 (0,0, … ,0)が漸近安定であるとき，社会状態 (0,0, … ,0)は一つの一般的
諸規則である。また，社会状態  (1,1, … ,1) が漸近安定であるとき，社会状態
























社会状態 (0,0)の近傍で連立微分方程式を線形近似すると，  
                                                   
16 『道徳感情論』Ⅲ .4.12。  

































































































社会状態 (0,0, … ,0)および社会状態 (1,1, … ,1)の２点が漸近安定となること
を示す。  
𝑛人ゲームにおける連立微分方程式は以下のようになる 18。  
?̇?1𝐴(𝑡) = ((𝛼1(𝑡) − 𝛽1(𝑡))(
∑ 𝑥𝑗𝐴(𝑡)𝑗≠1
𝑛 − 1
⁄ ) + 𝛽1(𝑡)) 𝑥1𝐴(𝑡)(1 − 𝑥1𝐴(𝑡))，  
⋮ 
?̇?𝑖𝐴(𝑡) = ((𝛼𝑖(𝑡) − 𝛽𝑖(𝑡))(
∑ 𝑥𝑗𝐴(𝑡)𝑗≠𝑖
𝑛 − 1
⁄ ) + 𝛽𝑖(𝑡)) 𝑥𝑖𝐴(𝑡)(1 − 𝑥𝑖𝐴(𝑡))，  
⋮ 
?̇?𝑛𝐴(𝑡) = ((𝛼𝑛(𝑡) − 𝛽𝑛(𝑡))(
∑ 𝑥𝑗𝐴(𝑡)𝑗≠𝑛
𝑛 − 1
⁄ ) + 𝛽𝑛(𝑡)) 𝑥𝑛𝐴(𝑡)(1 − 𝑥𝑛𝐴(𝑡))。  
𝑖番目の方程式を 𝑓𝑖(𝑡)とする。  
この連立方程式のヤコビ行列は， 𝑖行目の対角成分において  
𝜕𝑓𝑖(𝑡)
𝜕𝑥𝑖𝐴
= ((𝛼𝑖(𝑡) − 𝛽𝑖(𝑡))(
∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖
𝑛 − 1
⁄ ) + 𝛽𝑖(𝑡)) (1 − 2𝑥𝑖𝐴)。  
また，ヤコビ行列は非対角成分 𝑗 ≠ 𝑖において，  
                                                   
18 𝑢𝑖(𝑒




⁄ ) + 𝑎𝐴𝐵
𝑖 (𝑡) (1 − (
∑ 𝑥𝑗𝐴(𝑡)𝑗≠𝑖
𝑛 − 1
⁄ ))，  
𝑢𝑖(𝑒




⁄ ) + 𝑎𝐵𝐵













𝑥𝑖𝐴(1 − 𝑥𝑖𝐴)，  
となる。  
よって，社会状態 (0,0, … ,0)においてはヤコビ行列の 𝑖行目の対角成分が
𝛽𝑖(𝑡)，非対角成分が 0 となる。  





ある。したがって，社会状態 (0,0, … ,0)は漸近安定である。  
社会状態 (1,1, … ,1)においては，ヤコビ行列の 𝑖行目の対角成分が，−𝛼𝑖(𝑡)，
非対角成分が 0 となる。社会状態 (0,0, … ,0)の場合と同様の論理から，社会




 命題１より，２プレイヤーゲームの場合と同様に，初期値が， (0,0, … ,0)の十
分に近い近傍にあれば社会状態は (0,0, … ,0)に収束する。初期値が (1,1, … ,1)の十分




４  含意  





                                                   
19 神の人間活動への干渉を否定する点で，理神論は有神論と対照的である。理
























ないとする主張が存在する (Lindgren 1973, 148；Kristol 1980,204；ラファエ
ル  1986, 41-42；Peach 2014, 80)。スミスの著作における，宗教的記述につい




                                                                                                                                                     
ち，宇宙は神から独立的に自己展開の力を有するとし，あたかもネジを巻かれ
た時計のように，自動的に自らの委ねられたコースを進んでいくと見るもので




22 『道徳感情論』Ⅲ .5.7。  
23 『道徳感情論』Ⅲ .5.6。  











的記述はレトリックであるとした (Peach 2014,80)。Peach によれば，公道の乞
食が得る安楽と平和は，その乞食がディオゲネスのような禁欲的な乞食である
限りにおいて，同一とみなせるのであり，楽観的理神論は成立していない
(Peach 2014,57)。  
 
 













                                                   
26 本文で述べる解釈は，あくまで本モデルを前提としたときの解釈であり，一
般的な理神論的記述が，この解釈に還元されると主張するわけではない。  
27 ２プレイヤーゲームの場合，本文の仮定に加えて，「任意の 𝑖と 𝑡で，𝑎𝐴𝐴
𝑖 (𝑡) <
𝑎𝐵𝐵












(0,0, … ,0)では戦略 B をとるべきであると全プレイヤーがみなすのに対し，




















式化によって再発見したものである，とも位置づけられる 28。  
 
 













                                                   
28 本稿のモデルにおいては，周辺の人々の見方が複数存在することが，利得に




29 『道徳感情論』Ⅲ .1.3。  
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